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フラーレンナノ粒子分散液とその製造方法

フラーレンを直径が数十～数百ナノメートルのナノ粒子にして分散液を作る方法を開発しました。
フラーレン固体粉末に微粉化の操作を加えることで水分散性を高め水溶液化が可能となり、従来の
方法と比べて操作が簡便であり、低コストで安全性の高い分散液の製造が可能です。

　フラーレンは機能性化合物としての産業利用

が期待されていますが、フラーレン自身の極性

の低さから溶液にすることが難しく、産業利用

への課題のひとつとなっています。これまで様々

な方法でフラーレンに水溶性や水分散性を付与

する試みが行われてきていますが、製造効率や

使用する溶媒の安全性の面から決定的な方法は

まだありません。

　本発明では、製造プロセスの最初にフラーレ

ンを微粉化するステップを加えることで、水を

はじめ各種溶媒への分散性を高められ、混合・

撹拌によりフラーレンをナノ粒子として溶媒に

安定的に分散させる方法を開発しました。フラー

レン固体粉末の微粉化は乳鉢でも可能なことに

加え、水は超純水など精製水のほか水道水も利

用できることから、安全性が高く、操作が簡便

で低コストの方法です。

　本法は、フラーレンの溶解度の低い、水やア

ルコールを用いた分散液が調製可能であり、溶

媒の安全性からフラーレンを生理活性物質とし

て使用する際などにも有効と考えられます。
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出口　茂

本法で解消される点

・物性変化は無し
・操作が簡便

・溶媒は水で安価

・水を使用でき安全性が高い

・粒径が小さい
（nmオーダー）
・高濃度
（数 100μg/mL）

表●各従来法と本法の比較

図●フラーレンナノ粒子分散液
　　の製造手順

各従来法とその問題点

・フラーレンの物性変化
・修飾プロセスが煩雑

・包摂ホストが高価

・残存溶媒の除去が困難

・粒径が大きい
（μmオーダー）
・フラーレン量が低濃度
（数μg/mL）

化学修飾

水溶性包摂
化合物

有機溶媒から
の再結晶法

超音波処理
や撹拌

方法 問題点

固体フラーレン

↓

乳鉢等で微粉化

↓

水を加える

↓

混合・撹拌

↓

完成
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